
図－５ 重大事故対策（電源の確保：交流電源）  
 

【工事概要】 

①外部電源が喪失して非常用ディーゼル発電機が起動しない場合の代替電源として空冷式非常用発電

装置を設置するとともに、中央制御室から遠隔起動できるよう設備を改造した。 

②空冷式非常用発電装置からの電源供給等が期待できない場合を想定し、電源車を配備するととも

に、原子炉補助建屋側面に接続口を設置し、電源車からの電力ケーブルを接続することで蓄電池や

計器用電源等への電源供給を可能とした。 

③既存の所内電気設備が使用できない場合を想定して、空冷式非常用発電装置から恒設代替低圧注水

ポンプ等の重要機器に直接給電を可能にするため、代替所内電気設備（高圧分岐盤、分電盤、補機

切替盤等）を設置した。 

 

 

【工事概要図】 


